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65 分の公演時間があっという間に過ぎました。「5 分」と言うのは、松元さんが設定した

アンコールタイム 「憲法くん」でした。瞬時も人の心をそらせない全身全霊を込めた見事な

話芸とパフォーマンスでした。写真とみなさんの感想文とで「再現？」を試みてみましょう。 

             

＊いっぱい笑いました。笑って、笑って、憲法の素晴らしさと、それを 

             守る大切さを改めて感じました。一人一人は弱いけれど、助け合い 

支え合って、憲法を守っていかなければと思いました。新婦人Ｋ.Ｉ. 

            ＊勉強を積まれていて、内容がバージョンアップされていました。人類 

     史まで掘り起こされて、人類の本来あるべき姿を示してくれました。 

 笑いの中に本質を問うている。現実の愚かしさも見透かして笑い飛ばす。共に、憲法を守り生か

すことに力を尽くしましょう！！                      新婦人Ｓ.Ｈ. 

＊ライブは期待通り！             

 私たちは弱かったからこそつなが 

 り合い、力をつけることができた。 

 憲法前文の理想を守るためにも、 

今、踏ん張らなくていつやるんだ。 

 そんなことを、笑いながら考えま

した。 「難しい問題も、諦めてしまいそうな状況も、ひるまず笑い飛ばして、頑張ろう！！」と思い

ました。知は力、笑いながら、連帯を！！                 年金者組合 Ｙ.Ｋ. 

＊笑いの中に、憲法を守ろうという気持ちがあふれていました。守るのは、私たち一人ひとりとい

うことが、胸にストーンと落ちました。                   有田 Ｍ.Ｔ. 

＊ 「憲法くん」になった松元さんが、「私のことを、みなさんに託しましたよ」という呼びかけが印

象に残り、「本当にそうだ」と感じました。笑って笑って、「憲 

 法を守りたい」という思いを新たにしました。   無記名 

＊よくぞ、母親大会に来てくださいました。元気をいっぱいもら 

いました。いっぱい笑いました。      新婦人Ｍ.Ｉ. 

生命を生みだす母親は 

生命を育て 

生命を守ることをのぞみます 

2026 年 6 月 14 日(日) 第 70 回和歌山県母親大会 in 和歌山市  全体会特集号 

記念公演 テレビで会えない芸人 松元ヒロの 

“政治・世相斬り”ライブに、補助いす、立ち見、人、人、人の会場が、 

爆笑の渦、共感の熱風…そして、「怒りと元気が湧いた」の声、声、声。 
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＊こんなに面白くて楽しくて、上質なライブは初めて！毎日怖いニュー 

スばかりで心の晴れない日々ですが、元気が出ました。新婦人Ｔ.Ｙ. 

＊笑いの中に、ためになることが詰まっていて、とても楽しくて良かっ 

たです。元気がなくなっていた私を勇気づけてくれました。全視協 

＊政治や世の中のおかしさを笑いに変える話芸、素晴らしいです。会場 

 が爆笑の連続！！笑いながらも、何度もうなずきや拍手。すっきりし 

た気分になり、明日から頑張ろうという気持ちになりました。那賀教組Ａ.     ↓和市年金 

＊見事な語り、内容の充実ぶり、感動です。残りの人生をかけて、憲法を守り抜く決意です。Ｍ.Ｍ. 

＊ 「守れ憲法！倒せ政府！」いいですね。命ある限り憲法を守っていきたいと、想いを新たにしまし

た。平和な世の中がいつまでも続くように、頑張りたいと思いました。       無記名 

＊来週、有志で集まって憲法学習会を始める予定です。右や左を超えて「戦争あかん」の想いを、 

 自分たちの生活の土台になるのが平和で、(障害)福祉は平和でないと一番最初の犠牲になるのは弱

い立場にある人だと、そんな思いが共有出来たら、平和をつくる一歩であると信じて、できる事

をしていきたいと思います。 「戦争はダメ」それを子どもに伝えられる親でありたい。みんなが繋

いでくれたこれまでを、私も子どもたちと未来に繋いで行きたいです。生活支援センターＹ.Ⅰ. 

 

A 日本大会(全国の運動)DVD B みんなで歌おう C 県内の運動交流   

A  「不当に逮捕されて 30 年」と言う人のお母さんの話に胸を締め付けられました。日本にそのよ

うなことがあってはならないと強く憤りを覚えました。他の訴えも「うんうん」と。和教組Ｙ.Ｍ. 

B 「みんなで歌おう」良かったです。いっしょに歌える歌ばかりで、気持ちもすっきりしました。 

 早朝 5 時から、水田の見守りをする毎日です。                日高Ｔ.Ｋ. 

B 「わたしたちのたからもの」の合唱を心から歌いたいと思った。早く覚えたい。  新婦人Ｙ. 

C 私たちの日々の運動が、自治体を動かす大きな力になることを改めて知りました。新婦人Ｙ.Ｔ. 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◎「私と母親大会(運動)」or「母親大会で出会った人」という題で、400 字程度の原稿を

募集します。ぜひ、お送りください。 今回は、年金者組合県女性部 湯川とし子さんで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が和歌山市母連事務局長になったのは 50 年近く前で、母連の貯金

通帳を見てびっくりしました。残額 900 円ちょっと！こんなので運動 

を支えられるはずがないと、まず資金作りに精を出しました。そこは、商売人の子として育った

のが役に立ったようです。自分では気づいていなかったのですが、周りの人に、「感覚が違う」と

よく言われました。 

 市教組の戸棚にたまっていた残品を売り切ること、たとえ値引きをしても、中央から来たハン

カチや鉛筆を売り切ってしまおうと考えました。金額の張るものでは、小豆島そうめんで、これ

は、前坂口事務局長の玄関に見上げるほどたくさんありました。いくら古いものがおいしいと言

われてもねえ～。ともかく、売って、売って、売りまくって…。（どこかで、聞いたセリフです） 

大会の度に宣伝広告を協力してもらって、何とか 20 万円位は常備できるまでに改善できました。 

 時が過ぎて、現神谷事務局長は、コロナパンデミックのあおりを受けて、それ以前のような大

会も開けず、広告も取りづらく、苦労しています。私は、他の団体の役職にもついてきましたが

なぜか今も母連事務局の一員として、財政づくりに精を出しています。今は、豆を売ったり、手

作り品バザーをしたりしています。これが、私と母親大会(運動)との長い付き合いです。 

              年金者組合県本部女性部 湯川 とし子 

私と母親大会(運動)⑧ 
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Ｋ．Ｔ．代表委員 開会の挨拶              M．I．代表委員 閉会の挨拶 

      ……私たちには憲法があります。        ……「新しい戦前」と言う言葉が 

言論、集会、思想・信条の自由、        ひしひしと伝わってくる毎日の中 
      人権が守られています。            中で、みなさんと学び合うことが 

全国でも県内でも、スタンディ        でき本当に力をいただきました。 

ングアピールなどで声があげられます。これま   ２年前は修学旅行で東京の夢の島に第五福竜 

で参加したことがないという若い人たちも多く  丸を見に行こうというプランが入っていました 

参加されています。それは大きな希望です。   が、今年は、その計画はコースに入っていませ 

今日は、今の情勢をどう見るか、どのような  んでした。私たちの中でも、「これはやっては 

運動をしていくか、学びたいと思います。私た  いけないのでは」と言った空気を感じます。 

ちはあきらめません。若者たちに二度と戦争の   危機感を感じています。でも、今日の学習を 

惨禍を味わわせることのないように、これから  力に、自由や人権を尊重し合うことを大切に取 

も手をつなぎ、運動していきましょう。     り組んでいきます。ありがとうございました。 

                                   

各地の運動交流 ３団体からの発言 

１ 乗り合いタクシーをみんなの力で  新婦人紀の川支部 Ｍ. Ｙ. 

 スーパーがなくなり銀行がなくなりタクシーがなくなり、病院に行くのが大変、 

買い物に困っている、循環バスが２時間に１本で利用しにくい等、切実な悩みが 

出されて、その要望を何とかしたいと学習会やアンケートを実施しました。市へ 

の交渉もしましたが、なかなか進みませんでした。 

 2023 年 6 月の議会に請願を提出しようと、多くの紹介議員と請願者を列記した署名用紙とち

らしをもって、各地域のスーパーマーケットに出向き旗を立て、ハンドマイクで訴えながら署名を

集めました。ちらしには、財源は「国が自治体に対して、公共交通の取組に使った分の 8 割を交付

税として出る」ことや、料金は 1 回 300 円」、子ども、観光客、外国の人も誰でも乗れる説明を

載せました。みんなで 4774 筆集めました。その結果、23 年 7 月本会議で採択されました。 

 2025 年 1 月から、紀の川市北部、26 年 1 月から紀の川市全域に「のりのり交通」が実現し

ました。バス停は 600 箇所あり、予約するとその場所に来てくれ、帰りは 30 分前に予約すると

そこに迎えに来てくれます。利用したことのある人は、とても喜んでくれています。 

 しかし、足の悪い人や病院に行きたい人や荷物を運ぶのが大変な人たちには、家から家まで送り

迎えしてくれる「ドア to ドアにしてほしい」という切実な願いがあります。今後も力を合わせ

て、さらに改善できるよう声を上げていきます。 

 

２ 田辺市公立大学を考える 公立大学を考える会 Ｋ. Ｔ. 

 2024 年 8 月に、旧庁舎を活用した「田辺市公立大学構想」が持ち上がり、市は少子化対策、

人口流出対策や地域活性化対策として、コンサルタント会社に 3000 万円の費用を使って調査を

し、非公開の「高等教育機関設置等調査検討会議」を設け検討し、25 年度末に、結果をまとめて

方向性を示すとしていました。が、一向に報告がなされない中で、私たちは「しゃべり場」を開

催、「公立大学を考える会」昨年 12 月に発足させ、広範な人々と一緒に運動を進めてきました。 

 議会の傍聴や検討会議の会議録の検討、コンサルタント会社の調査結果資料などから、①学舎立

地の安全性②初期費用の課題③経営・運営面が持続可能でない問題点④少子化・人口流出対策の効

果が望めない⑤地域活性化にも効果が望めないなど、現実的でない構想だとわかりました。 

 「考える会」では、公立大学を中止して税金は市民のためにと、「中止を求める要請書名」の署

名活動を始めました。その最中にその構想を「断念する」というニュースが飛び込んできました。 

 私たちは、教育を受ける選択肢を増やすことや大学をつくることに反対したのではありません。

巨額の税金の使い方を問題視したのです。ただ、この運動を通して、声を上げる事、連帯するこ

と、税金の使われ方や議員の働き方をチェックする必要があることが分かりました。 

これからも、「おやっ？」「おかしいな？」と言うことには声を上げていきたいと思いました。 
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３ 白浜空港の「特定利用

空港指定」問題は、次号へ



 

 

「生命
い の ち

を生みだす母親は 生命
い の ち

を育て 生命
い の ち

を守ることをのぞみます」 

  この唯一のスローガンと日本国憲法に励まされながら、母親大会は、平和を守り、 

 子どもの健やかな成長を願い、くらしの向上を要求して声を上げ続け歩んできました。 

 

  和歌山県母親大会は 70 回目を迎えました。今年の大会テーマは、「日本国憲法の 

“不戦”を守り続けたい！ ～戦後・被爆 80 年を超えて～」としています。 

ロシアのウクライナ侵略が始まって４年、さらにイスラエルのパレスチナ「ガザ」 

 地区でのジェノサイド、アメリカ・イスラエルによる突然のイラン攻撃と、世界に戦 

争・紛争が広がっています。二度の世界大戦への深い反省から確立された国連憲章と 

国際法を踏みにじって、大国の力による支配に突き進む深刻な事態となっています。 

唯一の戦争被爆国であり憲法９条をもつ日本。しかし、現政権は、軍拡に一層前の 

 めりになりアメリカとの軍事同盟強化をより進め、「改憲のチャンス」を公言し始めて 

 います。 

けれど、世界の多くの人々も日本の国民も、他国との戦争など望んではいません。 

 世界の戦争・紛争が生み出した物価高・物不足に苦しみ、くらしの不安におびえ、生 

 命が軽んじられることを悲しみ、それでも平穏な毎日をひたすら待ち望んでいます。 

「戦争やめよ」の声が、世界でも日本でも大きく広がっています。 

こうした世界中の平和をのぞむ人々と多くの国々によって、今一度、国連憲章と国 

 際法に基づく平和秩序を再構築すること、さらに、「核兵器禁止条約」に日本政府が批 

准し実効されていくことこそ、世界の人々が平和な中で生存できる光ある道であるこ 

とは確かです。 

 

今日、和歌山県母親大会に集い、分科会で学び話し合いました。午後の全体会では、 
松元ヒロさんの公演で大いに笑い、みんなで声を合わせて歌い、全国各地の、そして 
県内の運動報告に元気をもらいました。私たちは、みんなで集い話し合うことが、心 
と体の元気、前に進む勇気、そして明日へ希望をつなぐエネルギーの源になることを 
知っています。 
地域に戻り、「微力でも無力ではない」私たちの力を信じて、すべての人が平和な 

 中で生きられる世界へ、誰もが自分らしく幸せに暮らせる社会へ、ジェンダー平等社 

会の実現へ、それを保障する平和憲法を守り生かして、草の根の行動の輪を広げてい 

きましょう。 

                      ２０２６年６月１４日 

                      第７０回和歌山県母親大会 

“国民総動員”をもくろむ戦争国家づくりへの道は許さない！草の根の平和運動を広げましょう。 

・憲法署名を幅広く集めましょう。（会場署名は４３筆でした。ありがとうございました） 

  ・憲法署名やさまざまなちらしを使ったり手作りしたりして、ポストインや対話行動をしていき

ましょう。（赤紙の裏面を印刷して、ちらし代わりに使うのもいいですよ。） 

 ・プラカードなどを作成して、元気にスタンディング宣伝に取り組みましょう。 

 ・「知は力」 学習会を計画しましょう。茶話会などをして、楽しいしゃべり場もいいですね。 
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大 会 宣 言 


